
思
想
と
し
て
、
外
形
的
に
固
定
ル

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
殊
に
、
法
華
信
仰
の
潮
流
に
主
な
役
割
を
果
し
、
宗
祖
の
法
華
信
仰
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
天
台
．

（
１
）
（
２
）

伝
教
を
選
び
出
し
、
釈
尊
と
自
身
と
を
加
え
て
、
三
国
四
師
の
相
承
を
立
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
祖
は
自
ら
自
己
の
法
華
思
想
の
系
譜
を
天
台
・
伝
教
に
引
か
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
法
華
思
想
の
外
形
的

な
流
れ
の
中
に
自
己
の
歴
史
的
な
立
場
を
確
立
せ
ん
た
め
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
単
に
天
台
・
伝
教
の

思
想
と
し
て
、
外
形
的
に
固
定
化
し
、
形
式
化
し
た
も
の
を
継
承
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
天
台
・
伝
教
の
内
鑑
す
る
思
想
を
具
現
化

す
な
わ
ち
、
法
華
思
超

伝
教
等
が
数
え
ら
れ
る
。

宗
祖
の
思
想
及
び
信
仰
は
法
華
経
に
根
拠
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ゆ
え
に
、
そ
の
思
想
的
系
譜
が
法
華
経
の
流
れ
を
汲
む
も

の
で
あ
る
こ
と
は
宗
祖
自
ら
し
ば
し
ば
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
法
華
思
想
の
伝
承
者
と
し
て
は
、
印
度
の
迦
葉
・
阿
難
・
馬
鳴
・
竜
樹
・
天
親
を
挙
げ
、
支
那
の
天
台
・
妙
楽
・
日
本
の

不
軽
と
上
行

Ｈ
は
じ
め
に

中
條
暁
秀

（62）



わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
宗
祖
自
ら
が
釈
尊
の
悟
り
の
境
地
に
直
参
さ
れ
、
地
涌
の
菩
薩
（
上
行
菩
薩
）
を
経
て
、
つ
ま
り
、
上
行
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
、
釈
尊
よ
り
直
接
に
そ
の
教
え
を
継
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
宗
祖
の
思
想
的
系
譜
は
、
外
面
的
に
は
法
華
経
伝
承
の
外
部
に
現
わ
れ
た
歴
史
的
事
実
か
ら
、
天
台
・
伝
教
・
日
蓮
と

継
承
す
る
が
、
宗
祖
独
自
の
内
面
的
な
法
華
経
観
か
ら
す
れ
ば
、
直
ち
に
釈
尊
に
直
結
す
る
の
で
あ
る
。

（
４
）

古
来
、
前
者
を
外
相
承
、
後
者
を
内
相
承
と
称
し
て
区
別
す
る
の
で
あ
る
が
、
宗
祖
の
立
場
が
後
者
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

内
相
承
は
、
宗
祖
の
独
自
の
宗
教
体
験
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
天
台
・
伝
教
の
教
学
と
か
か
わ
り
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
も
さ
し
つ

か
え
な
い
◎

か
く
し
て
宗
祖
は
、
天
台
・
伝
教
の
弘
め
ら
れ
た
外
形
的
思
想
よ
り
、
そ
の
内
面
的
な
思
想
を
汲
み
取
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
釈
尊
の

法
華
経
精
神
に
直
参
す
る
も
の
で
、
い
わ
ば
釈
尊
の
説
か
れ
た
あ
り
の
ま
ま
の
法
華
経
観
が
宗
祖
に
至
っ
て
初
め
て
現
わ
さ
れ
た
も
の
で

す
な
わ
ち
、
宗
祖
に
よ
れ
ば
、
天
台
・
伝
教
は
時
機
至
ら
ざ
る
が
ゆ
え
に
、
自
己
の
内
鑑
し
た
随
自
意
の
教
え
を
説
か
ず
し
て
、
そ
の

時
代
に
相
応
し
順
応
し
て
、
法
華
経
の
迩
門
思
想
を
述
べ
る
に
止
め
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
日
蓮
の
時
は
既
に
末
法
に
当
り
、
所

対
の
機
ま
た
本
門
の
直
機
な
る
ゆ
え
に
、
法
華
経
の
本
門
思
想
を
述
べ
て
、
天
台
・
伝
教
の
弘
め
残
し
た
内
鑑
の
思
想
を
恢
弘
す
る
も
の

（
３
）

あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
宗
祖
は
、
天
《
ロ

天
台
大
師
智
頭
と
と
も
に
宗
祖
の
思
想
・
信
仰
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
人
は
、
伝
教
大
師
最
澄
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

口
宗
祖
の
立
場

（63）



（
６
）

法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
自
覚
は
、
宗
祖
自
ら
が
法
華
経
の
色
読
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）

宗
祖
は
文
永
八
年
九
月
十
二
日
の
竜
口
法
難
か
ら
十
一
月
の
佐
渡
流
罪
、
そ
し
て
佐
渡
時
代
に
常
不
軽
菩
薩
と
上
行
菩
薩
と
い
う
二
人

の
菩
薩
を
も
っ
て
、
自
ら
の
人
格
を
表
徴
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
紹
継
不
軽
跡
と
い
う
こ
と
と
、
上
行
自
覚
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
来
な
ら
ば
直
ち
に
、
不
軽
・
上
行
と
い
う
こ
と
で
論
の
展
開
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
が
、
宗
祖
に
多
大
な
影

響
を
与
え
た
最
澄
の
対
不
軽
・
上
行
の
考
察
を
先
に
試
承
る
こ
と
に
す
る
。

宗
祖
も
読
書
さ
れ
た
最
澄
の
弟
子
仁
忠
著
述
の
叡
山
大
師
伝
に
、
別
修
大
戒
の
実
現
に
向
っ
て
苦
闘
す
る
師
の
姿
を
見
て
、

雲
（
８
）

昼
ハ

ヲ
ヒ

ワ
ク

於
し
是
大
師
。
誹
誇
之
矢
。
帯
二
於
不
軽
之
鎧
一
罵
署
之
戈
。
禦
二
於
忍
辱
之
城
一

（
９
）

と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
僧
綱
等
に
悪
口
罵
琶
さ
れ
る
師
の
姿
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
、
法
華
経
不
軽
品
の
「
杖
木
瓦
石
・
而
打
榔
之
」

に
師
の
姿
を
見
た
喜
び
の
表
現
で
あ
る
と
思
う
が
、
弟
子
が
師
に
不
軽
菩
薩
の
姿
を
見
い
出
す
こ
と
は
、
宗
祖
の
紹
継
不
軽
跡
の
姿
と
共

し
か
し
、
宗
祖
に
と
っ
て
独
自
の
立
場
を
主
張
す
る
そ
こ
に
は
、
自
ら
差
異
が
生
じ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
像
法
と

末
法
と
の
違
い
と
い
う
時
代
の
差
を
前
提
に
、
最
澄
未
弘
の
本
門
の
題
目
を
弘
通
し
た
こ
と
。
第
二
は
、
こ
の
弘
通
に
よ
っ
て
、
迫
害
・

弾
圧
を
蒙
っ
た
と
い
う
受
難
の
意
義
に
お
い
て
で
あ
る
。

（
頁
Ｊ
）

ス
》
。

Ｉ
不
軽
菩
薩
Ｉ

日
最
澄
の
不
軽
・
上
行
観

（“）



通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
直
弟
子
が
こ
の
よ
う
な
表
現
方
法
を
用
い
る
か
ら
に
は
、
最
澄
に
も
紹
継
不
軽
跡
の
意
向
の
あ
る
こ
と
を
肯
定

（
皿
）

し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
澄
の
著
述
中
に
は
不
軽
菩
薩
に
関
す
る
事
項
は
見
い
出
せ
な
い
。

と
い
い
、
守
護
国
界
章
と
同
じ
よ
う
に
天
台
大
師
に
如
来
使
と
し
て
の
尊
称
を
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
晩
年
の
法
華
秀
句
に
は
、

シ

カ
ノ
ー
ク
ニ
『
一
そ
ノ
カ
ン

ノ

ヲ
モ
”
一
ル
ノ
ハ
チ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
シ
テ
ス
ル
ナ
リ
ト
ノ
ワ

若
善
男
子
。
善
女
人
。
我
減
度
後
。
能
霜
為
一
二
人
一
説
二
法
華
経
乃
至
一
句
一
。
当
し
知
。
是
人
則
如
来
使
。
如
来
所
遺
行
二
如
来
事
一

フ
ハ
チ
レ
ノ
ト
シ
テ
チ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ノ
ワ
（
ｕ
）
シ

零
現
無
勢
法
華
経
一
人
則
是
如
来
使
。
則
行
飾
琴
事
一
。

と
あ
り
、
自
己
を
如
来
使
と
し
て
暗
に
Ⅸ
め
か
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
に
よ
り
、
最
澄
の
心
底
に
如
来
使
と
し
て
の
自
覚
が
十
分
に
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

（
略
）

る
。
な
お
、
以
上
の
最
澄
の
著
述
は
宗
祖
読
書
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。

久
遠
劫
来
の
弟
子
で
あ
り
、
法
華
経
を
濁
世
の
未
信
者
・
誹
誇
の
機
に
向
っ
て
真
正
に
説
き
示
す
使
命
を
帯
び
て
、
末
法
に
遣
わ
さ
れ

た
如
来
鼬
こ
と
で
あ
る
．
こ
れ
に
相
当
す
る
如
来
使
と
し
て
の
認
識
を
最
澄
は
依
懸
天
合
集
に
、

テ
ス
ル
ニ

ノ
ユ
タ
シ
ノ

カ
ユ
タ
ユ
ュ
ノ
カ
ン

ノ

ヲ
モ
ニ
ル
ノ
《
チ
ノ

謹
案
。
法
華
経
第
四
巻
云
。
若
是
善
男
子
。
善
女
人
。
我
滅
後
。
能
撫
為
一
二
人
一
説
二
法
華
経
。
乃
至
一
句
一
・
当
し
知
。
是
人
則
如
来

シ

ナ
リ
ノ
ト
シ
テ
ス
ル
ナ
リ
ノ
ヲ
ニ
ヤ
テ
ノ
ニ
ク
『
一
ノ
カ
ソ
ヲ
ヤ
ト
カ

キ

ヲ
ス

ヲ
ユ
テ
テ
１

使
・
如
来
所
遺
。
行
二
如
来
事
一
・
何
況
於
二
大
衆
中
一
。
広
為
レ
人
説
。
今
吾
天
台
大
師
。
説
二
法
華
経
一
。
釈
二
法
華
経
一
。
特
秀
一
於
群
一
。

ス
ー
｝
二
義
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
（
胆
）

宗
祖
は
三
十
二
歳
で
房
州
清
澄
寺
で
題
目
を
始
唱
し
て
後
、
鎌
倉
に
出
て
、
法
華
経
の
独
妙
を
主
張
し
て
諸
宗
を
否
定
し
続
け
た
た
め

独
二
歩
於
唐
一
。
明
知
如
来
使
也
。

（
過
）

Ｉ
上
行
菩
薩
Ｉ

個
宗
祖
の
不
軽
観

（“）



に
、
常
に
杖
木
瓦
石
・
悪
口
罵
署
を
蒙
っ
た
が
、
特
に
立
正
安
国
論
献
上
後
の
迫
害
は
甚
だ
し
く
、
開
目
抄
に
よ
れ
ば
、

ス

既
に
二
十
余
年
が
間
此
法
門
を
申
に
、
日
食
月
々
年
念
に
難
か
さ
な
る
。
少
々
の
難
は
か
ず
し
ら
ず
。
大
事
の
難
四
度
な
り
。
二
度
は

カ

ブ
ノ
ヘ

し
ば
ら
く
を
く
、
王
難
す
で
に
二
度
に
を
よ
ぶ
。
今
度
は
す
で
に
我
身
命
に
及
。
其
上
弟
子
と
い
ひ
、
樋
那
と
い
ひ
、
わ
づ
か
の
聴
聞

（
Ⅳ
）

の
俗
人
な
ん
ど
来
て
重
科
に
行
る
。
謀
反
な
ん
ど
の
者
の
ご
と
し
。

と
示
さ
れ
る
が
ご
と
く
、
大
事
の
難
四
度
と
は
、
松
葉
ヶ
谷
焼
打
（
三
十
九
歳
八
月
二
十
七
日
）
、
伊
東
配
流
（
四
十
歳
五
月
十
二
日
～

四
十
二
歳
二
月
二
十
二
日
・
王
難
）
、
小
松
原
刀
難
（
四
十
三
歳
十
一
月
十
一
日
）
、
佐
渡
八
竜
ロ
を
含
む
Ｖ
配
流
（
五
十
歳
九
月
十
二

（
岨
）

日
～
五
十
三
歳
三
月
八
日
・
王
難
）
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
重
畳
す
る
迫
害
に
対
し
、
決
し
て
ひ
る
ま
ぬ
心
、
迫
害
を
乗
り
越
え
る
心
の
さ
さ
え
と
な
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
は
、
宗
祖
の
自
己
の
中
に
紹
継
不
軽
跡
の
姿
を
見
い
出
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
６

（
岨
）
（
鋤
）
“

宗
祖
の
紹
継
不
軽
跡
の
文
は
相
当
初
期
の
遺
文
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
竜
口
か
ら
佐
渡
に
か
け

（
皿
）

て
の
遺
文
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
ら
の
遺
文
を
掲
げ
て
承
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

転
重
軽
受
法
門
（
文
永
八
年
十
月
五
日
）
八
真
Ｖ

寺
泊
御
書
（
文
永
八
年
十
月
二
十
二
日
）
八
真
Ｖ

開
目
抄
（
文
永
九
年
二
月
）
八
曾
Ｖ

日
妙
聖
人
御
書
（
文
永
九
年
五
月
二
十
五
日
）
八
真
Ｖ

如
説
修
行
紗
（
文
永
十
年
五
月
）
八
日
尊
写
本
Ｖ

顕
仏
未
来
記
（
文
永
十
年
閨
五
月
十
一
日
）
八
曾
・
日
進
写
本
Ｖ

）



し
た
が
っ
て
、

明
し
て
い
る
。
た

法
師
品
「
如

見
宝
塔
品
六

勧
持
品
三
類

常
不
軽
菩
薩
品
三
類

「
如 た

る
の
も
道
理
で
あ
る
。

の
ご
と
く
で
あ
る
。

そ
し
て
、
宗
祖
も
や
は
り
右
の
よ
う
な
経
文
を
開
目
翰
）
顕
仏
未
来
記
等
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
認
）

し
か
ら
ば
、
宗
祖
は
自
己
と
不
軽
菩
薩
と
の
難
を
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
型
）

受
難
に
つ
い
て
は
佐
渡
・
身
延
期
を
問
わ
ず
遺
文
全
般
に
貫
か
れ
て
い
る
が
、
報
恩
抄
に
は
、

ス
ル

ノ

シ
キ

去
弘
長
元
年
辛
酉
五
月
十
二
日
に
御
勘
気
を
か
う
ふ
り
て
、
伊
豆
国
伊
東
に
な
が
さ
れ
ぬ
。
又
同
弘
長
三
年
癸
亥
二
月
二
十
二
日
に
ゆ

ノ

リ
ぬ
。
其
後
弥
を
菩
提
心
強
盛
に
し
て
申
せ
ば
、
い
よ
い
よ
大
難
か
さ
な
る
事
、
大
風
に
大
波
の
起
る
が
ご
と
し
。
昔
の
不
軽
菩
薩
の

（
妬
）

杖
木
の
せ
め
も
我
身
に
つ
ゑ
し
ら
れ
た
り
。

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
（
文
永
十
年
八
月
三
日
）
八
日
興
写
本
Ｖ

ま
ず
、
宗
祖
と
不
軽
菩
薩
の
忍
難
の
問
題
か
ら
論
を
進
め
る
。

法
華
の
信
仰
を
ひ
た
む
き
に
純
粋
に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
他
信
仰
と
衝
突
し
て
、
迫
害
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
度
合
が
強
く
な

強
敵
偶

来
現
在
。

六
難
九
易
偶

と
え
ば
、

法
華
経
に
は
こ
の
経
を
受
持
す
る
こ
と
の
困
難
さ
、
受
持
す
る
者
に
与
え
ら
れ
た
迫
害
の
熾
烈
さ
に
つ
い
て
詳
細
に
説

猶
多
怨
嫉
。
況
滅
度
後
。
」
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と
示
さ
れ
て
い
る
。
宗
祖
は
自
身
と
不
軽
菩
薩
と
に
共
通
す
る
法
難
を
媒
介
と
し
て
、
不
軽
菩
薩
に
対
し
て
緊
密
な
精
神
的
親
近
感
を
抱

き
、
現
前
の
法
難
と
い
う
事
実
に
直
面
し
て
、
こ
れ
を
正
当
化
し
、
自
身
を
慰
め
、
発
蒋
さ
せ
る
も
の
は
、
不
軽
菩
薩
の
本
地
で
あ
る
教

（
妬
）

主
釈
尊
さ
え
も
こ
の
よ
う
な
難
行
苦
行
を
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
事
実
以
外
に
な
い
。
つ
ま
り
、
宗
祖
に
と
っ
て
不
軽
菩
薩
の
忍
難
こ
そ
が

（
釦
）

が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
恐
怖
悪
世
中
」
仏
の
未
来
記
と
し
て
の
勧
持
品
偶
頌
と
、
過
去
の
本
事
と
し
て
の
不
軽
品
と
が
迫
害
を

述
べ
る
説
相
に
お
い
て
極
め
て
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
法
難
を
交
点
と
し
て
、
末
法
勧
持
の
勧
持
品
と
不
軽
品
と
を
同
一
視
し
不

軽
品
を
も
っ
て
未
来
の
勧
持
な
り
と
押
え
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
両
品
の
関
連
性
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
人
は
一
人
宗
祖
の
承

で
あ
る
た
め
に
、
不
軽
品
の
未
来
勧
励
を
真
に
強
く
主
張
し
得
る
下
地
を
備
え
て
い
る
の
は
宗
祖
一
人
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
両
品
が
忍
難
を
媒
介
と
し
て
連
結
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
宗
祖
自
身
の
忍
難
生
活
が
法
華
経
の
多
難
な
弘

通
生
活
を
述
べ
る
場
面
に
異
常
な
注
意
を
注
が
し
め
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

（
釦
）

Ｊ

そ
れ
な
ら
ば
、
宗
祖
は
自
己
の
忍
難
弘
法
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
神
国
王
御
醤
に
、

（
調
）

に
た
が
う
事
な
し
。

が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な

心
の
糧
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
末
法
の
法
華
経
の
行
者
の
た
め
の
仏
の
未
来
記
、

〃
《
ノ

ノ
ハ
ノ

ノ

過
去
不
軽
品
今
勧
持
品
。
今
勧
持
品
過
去
不
軽
品
也
。
今
竺

過
去
不
軽
品
今
勧
持
品
。
今
勧

で
あ
り
、
四
条
金
吾
殿
御
返
事
に

シ
但
三
類
の
大
怨
敵
に
あ
だ
ま
れ
て
、
二
度
の
流
難
に
値
へ
ぱ
、
如
来
の
御
使
に
似
た
り
。
心
は
三
毒
ふ
か
く
、
一
身
凡
夫
に
て
候
へ
ど

セ

ヌ

も
、
口
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
申
ぱ
如
来
の
使
に
似
た
り
。
過
去
を
尋
れ
ぱ
不
軽
菩
薩
に
似
た
り
。
現
在
を
と
ぶ
ら
う
に
加
刀
杖
瓦
石

（
”
）

記
、
末
法
勧
励
と
判
断
さ
れ
る
文
証
的
根
拠
と
し
て
は
、
寺
泊
御
醤
の

（
躯
）

ノ
〈
シ
ル

ハ
ハ
チ
シ
ル

今
勧
持
品
未
来
可
レ
為
二
不
軽
品
一
。
其
時
日
蓮
即
可
レ
為
二
不
軽
菩
薩
一
。
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と
、
曾
谷
二
郎
入
道
殿
御
報
に
、

ニ
ル
キ

ー
フ

イ
ョ
テ
ワ

セ
タ

ヘ
テ
ワ

シ

ヲ
ス
ソ
ト
フ
ス

愛
日
蓮
責
下
無
二
彼
依
経
一
由
上
之
間
弥
懐
一
腫
志
一
不
し
糾
二
明
是
非
一
。
唯
構
二
大
妄
語
一
証
一
惑
国
主
国
人
等
一
欲
し
損
二
日
蓮
一
・
非
し

午
へ
フ
ノ
ゞ
｝
し
レ
ノ
キ
ビ
キ
ノ
｜
一
電
夕
；
ノ
《
一
そ
（
詔
）

ル
ノ
８
二
ラ

ヲ

令
レ
蒙
二
衆
ヶ
之
難
一
両
度
之
流
罪
剰
及
一
頚
座
一
是
也
。
此
等
大
難
難
し
忍
事
過
一
木
軽
杖
木
一
将
又
越
一
勧
持
刀
杖
一
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
不
軽
の
難
を
凌
駕
す
る
と
さ
え
思
え
る
法
難
を
つ
ぶ
さ
に
体
験
さ
れ
た
宗
祖
は
、
持
経
者
の
忍
難

の
記
文
を
求
め
る
に
お
い
て
、
不
軽
品
で
は
も
の
た
ら
ず
し
て
、
勧
持
品
を
も
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
苦
難
を
蒙
ら
ね
ぱ
な

（
弘
）

ら
ぬ
所
以
も
、
勧
持
品
に
は
「
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
」
と
あ
る
の
み
で
、
そ
の
詳
細
は
不
軽
品
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て

宗
祖
の
体
験
は
勧
持
品
と
不
軽
品
と
の
不
即
不
離
の
関
連
性
を
必
然
的
に
要
求
す
る
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
不
軽
菩

薩
の
難
と
宗
祖
の
難
と
は
同
一
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
不
軽
菩
薩
と
宗
祖
の
一
生
は
因
行
に
お
い
て
も
得
道
に
お
い
て
も
同
じ
道
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の

だ
が
、
相
違
す
る
点
は
た
だ
法
難
の
種
類
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
刀
杖
」
と
「
杖
木
」
と
の
違
い
で
あ
る
。
宗
祖
は
不
軽
菩
薩
に
刀
難
を
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
不
軽
菩
薩
以
上
に
法
難
色
を
強
く
し
、
不
軽
菩
薩
の
行
が
法
華
経
の
如
説
修
行
と
し
て
正
当
化
さ
れ

る
な
ら
ば
、
宗
祖
自
身
の
行
も
当
然
閻
浮
提
第
一
の
如
説
修
行
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。

へ
候
・

Ｌ
↑
、
忌
日
公

Ｌ
ハ

今
日
蓮
は
日
本
国
十
七
万
一
千
三
十
七
所
の
諸
僧
等
の
あ
だ
す
る
の
承
な
ら
ず
、
国
主
用
給
ざ
れ
ぱ
、
万
民
あ
だ
を
な
す
事
父
母
の
敵

へ

に
も
超
、
宿
世
の
か
た
き
に
も
す
ぐ
れ
た
り
。
結
句
は
二
度
の
遠
流
、
一
度
の
頭
に
及
ぶ
。
彼
大
荘
厳
仏
の
末
法
の
四
比
丘
並
に
六
百

ノ

八
十
万
億
那
由
佗
の
諸
人
が
普
事
比
丘
一
人
を
あ
だ
ゑ
し
に
も
超
へ
、
師
子
音
王
仏
の
末
の
勝
意
比
丘
無
量
の
弟
子
等
が
喜
根
比
丘
を

せ
め
し
に
も
勝
れ
り
。
覚
徳
比
丘
が
せ
め
ら
れ
し
、
不
軽
菩
薩
が
杖
木
を
か
を
ほ
り
し
も
、
限
あ
れ
ば
此
に
は
よ
も
す
ぎ
じ
と
ぞ
を
ぼ

（
犯
）
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が
、
も
し
不
軽
華

作
仏
に
関
し
て
、

説
是
経
典
。
一

と
あ
り
、
し
か
麺

し
か
も

（
鋤
）

爾
時
常
不
軽
菩
薩
。
豈
異
人
乎
。
則
我
身
是
。

と
あ
る
か
ら
、
不
軽
菩
薩
的
因
行
は
寿
量
仏
果
を
顕
現
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
宗
祖
に
と
っ
て
は
、
不
軽
品
に
よ
っ
て
自
己

の
作
仏
を
確
信
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
に
、

ニ
ク

シ

（
妬
）

不
軽
品
云
其
罪
畢
已
等
云
云
。
不
軽
菩
薩
は
過
去
に
法
華
経
を
誇
給
ふ
罪
身
に
有
ゆ
へ
に
、
瓦
石
を
か
ほ
る
と
象
へ
た
り
。

と
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。

さ
ら
に
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
己
を
不
軽
菩
薩
に
擬
え
る
宗
祖
は
、
迫
害
を
過
去
世
の
誇
法
罪
に
よ
っ
て
起
る
と
考
え
、
迫
害
を
忍

受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
生
で
滅
罪
を
果
た
そ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
転
受
軽
受
法
門
で
は
、

不
軽
菩
薩
の
悪
口
罵
言
せ
ら
れ
、
杖
木
瓦
礫
を
か
ほ
る
も
、
ゆ
へ
な
き
に
は
あ
ら
ず
。
過
去
の
誹
誇
正
法
の
ゆ
へ
か
と
ゑ
へ
て
、
其
罪

レ

ス
ル

（
師
）

畢
已
と
説
て
候
は
、
不
軽
菩
薩
の
難
に
値
ゆ
へ
に
、
過
去
の
罪
の
減
か
と
承
へ
は
ん
く
り
。

（
銘
）

と
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。

第
三
に
、
過
去
の
不
軽
菩
薩
と
現
在
の
宗
祖
と
の
因
行
が
一
で
、
今
の
日
蓮
は
忠
実
に
不
軽
の
跡
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た

が
、
も
し
不
軽
菩
薩
の
証
果
が
経
文
に
明
記
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
当
然
宗
祖
も
作
仏
す
る
筈
で
あ
る
。
不
軽
品
に
は
、
不
軽
菩
薩
の

第
二
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
｝

求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
開
目
抄
に
、
不

（
釣
）

功
徳
成
就
。
当
得
作
仏
。 軽

菩
薩
の
忍
難
の
理
由
を
過
去
の
誹
誇
正
法
の
罪
と
考
え
、
「
其
罪
畢
翫
）
の
句
の
意
味
を
そ
こ
に
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宗
祖
の
地
涌
の
菩
薩
の
自
覚
は
独
得
の
宗
教
的
意
義
を
担
い
、
教
学
的
に
も
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

地
涌
の
菩
薩
と
は
仏
の
滅
後
の
末
法
に
応
現
し
、
仏
に
代
わ
っ
て
妙
法
を
弘
め
る
「
如
来
使
・
仏
使
」
と
し
て
、
極
め
て
重
大
な
使
命

を
帯
び
て
選
任
さ
れ
た
大
士
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
行
菩
薩
は
そ
の
代
表
者
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
宗
祖
は
上
行
菩
薩
を
「
地
涌
の
菩
薩
・
地
涌
千
界
・
本
門
の
四
菩
薩
」
の
ト
ッ
プ
リ
ダ
ー
、
す
な
わ
ち
、
「
如
来
使
・
仏
使
」

と
し
て
仰
ぎ
、
「
末
法
の
大
導
師
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
な
に
ゆ
え
に
宗
祖
は
、
上
行
等
の
地
涌
の
菩
薩
に
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

佐
渡
流
罪
以
前
の
鎌
倉
・
房
州
で
の
布
教
活
動
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
迫
害
は
、
佐
渡
在
島
中
の
思
索
・
内
省
（
特
に
開
目
抄
述
作

の
時
に
象
徴
さ
れ
る
徹
底
的
な
検
討
）
の
結
果
、
法
華
経
の
品
盈
の
筋
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
自
分
こ
そ
は
久
遠
劫
来
の
釈
尊

の
弟
子
で
あ
る
本
化
上
行
の
菩
薩
で
あ
り
、
法
華
経
を
真
正
に
説
き
示
す
使
命
を
帯
び
て
、
末
法
に
通
わ
さ
れ
た
「
如
来
使
・
仏
使
」
で

あ
る
と
い
う
認
識
、
い
わ
ゆ
る
上
行
と
し
て
の
自
覚
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
妃
）

と
述
べ
、
四
条
金
吾
殿
御
返
事
に
は
、

（
蛇
）

ヌ

ヒ

過
去
を
尋
れ
ぱ
不
軽
菩
薩
に
似
た
り
。
現
在
を
と
ぶ
ら
う
に
加
刀
杖
瓦
石
に
た
が
う
事
な
し
。
未
来
は
当
詣
道
場
疑
な
か
ら
ん
欺
・

と
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

ニ
ニ

ノ
リ
テ
ヲ
『
一
ラ
セ
タ
マ
ヒ
渓
ノ
ユ

ニ
ニ
リ
プ

ル
ニ

ノ
シ
ヤ
フ
ヲ

不
軽
菩
薩
既
為
二
法
華
経
一
蒙
二
杖
木
一
忽
登
二
妙
覚
極
位
一
。
日
蓮
此
経
之
故
現
身
被
二
刀
杖
一
二
度
当
二
遠
流
一
。
当
来
妙
果
可
レ
疑
し
之

W
ｰ

国
宗
祖
の
上
行
観
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ま
ず
法
華
経
の
品
々
の
筋
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
す
る
。

宝
塔
品
に
よ
れ
ば
、
多
宝
塔
の
涌
現
・
開
塔
・
二
仏
並
座
・
虚
空
会
の
開
始
な
ど
を
示
し
、
そ
し
て
、

即
時
釈
迦
牟
尼
仏
。
以
神
通
力
。
接
諸
大
衆
。
皆
在
虚
空
。
以
大
音
声
。
普
告
四
衆
。
誰
能
於
此
。
娑
婆
国
土
。
広
説
妙
法
華
経
。
今

（
“
）

正
是
時
。
如
来
不
久
。
当
入
浬
藥
。
仏
欲
以
此
。
妙
法
華
経
。
付
嘱
有
在
。

と
示
す
滅
後
弘
通
の
鳳
勅
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
釈
尊
は
、
仏
滅
後
の
法
華
弘
通
者
に
六
難
九
易
を
告
げ
、
受
持
弘
通
の
誓
願
を
求
め

勧
持
品
に
移
り
、
薬
王
菩
薩
・
五
百
羅
漢
・
学
無
学
の
誓
願
と
波
閣
波
提
・
耶
輸
陀
羅
の
誓
願
・
授
記
を
示
し
、

（
妬
）

爾
時
世
尊
。
視
八
十
万
億
那
由
他
。
諸
菩
薩
摩
訶
薩
。
是
諸
菩
薩
。
皆
是
阿
惟
越
致
。

と
、
八
十
万
億
那
由
陀
の
菩
薩
の
誓
願
が
あ
り
、
そ
し
て
、
勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
と
い
わ
れ
る
三
類
の
強
敵
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

涌
出
品
に
来
る
と
、
他
方
の
国
土
よ
り
来
集
し
た
八
恒
河
沙
の
数
よ
り
も
多
い
菩
薩
衆
が
揃
っ
て
仏
前
に
進
承
滅
後
の
弘
通
を
誓
願
す

る
の
で
あ
る
。

止
善
男
子
。
不
須
汝
等
。
護
持
此
経
。
所
以
者
何
。
我
娑
婆
世
界
。
自
有
六
万
。
恒
河
沙
等
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
二
菩
薩
。
各
有
六
万
。

（
妬
）

恒
河
沙
春
属
。
是
諸
人
等
。
能
於
我
滅
後
。
護
持
読
詞
。
広
説
此
経
。

と
答
え
ら
れ
た
か
と
思
う
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
大
地
が
震
い
裂
け
、
中
よ
り
多
く
の
菩
薩
衆
が
涌
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

是
菩
薩
衆
中
。
有
四
導
師
。
一
名
上
行
。
二
名
無
辺
行
。
三
名
浄
行
。
四
名
安
立
行
。
是
四
菩
薩
。
於
其
衆
中
。
最
為
上
首
。
唱
導
之

と
、
上
行
等
の
地
涌
の
菩
薩
の
出
現
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

る
と
、
仏
は
、

印おー
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そ
し
て
、
寿
愛
品
を
経
て
神
力
品
に
至
り
、
上
行
等
の
地
涌
の
菩
薩
に
一
切
の
仏
法
の
肝
要
を
四
句
に
要
約
し
て
授
け
、
神
通
力
を
示

し
て
、
滅
後
に
お
け
る
法
華
経
弘
通
の
大
使
命
を
委
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
、
宝
塔
・
勧
持
・
涌
出
・
神
力
と
押
え
て
承
る
時
、
上
行
等
の
地
涌
の
菩
薩
で
な
け
れ
ば
、
勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
の
修
行
は
耐
え

（
妃
）

ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
勧
持
品
の
三
類
の
強
敵
に
忍
耐
で
き
る
者
は
、
本
化
上
行
等
の
地
涌
の
菩
薩
で
あ
る
。

翻
っ
て
、
神
力
・
涌
出
・
勧
持
と
逆
に
押
え
て
み
る
と
、
仏
の
滅
後
に
法
華
経
を
弘
通
す
る
者
は
、
必
ず
三
類
の
強
敵
に
あ
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
そ
の
迫
害
を
忍
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
本
化
上
行
等
の
地
涌
の
菩
薩
を
置
い
て
他
に
は
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
上
行
自
覚
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
す
る
。

繁
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
如
来
使
及
び
上
行
等
の
地
涌
の
菩
薩
（
予
想
し
て
い
る
も
の
も
含
む
）
に
つ
い
て
説
か
れ
る
遺
文
を
著
述
年

代
順
に
掲
げ
て
み
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

ｌ
図
表
（
１
）
Ｉ書

名

寺
泊
御
書

下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
（
図
録
）

開
目
抄

如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄

顕
仏
未
来
記

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事

系
年

文
永
八
年
十
月
二
十
二
日

文
永
九
年

文
永
九
年
二
月

文
永
十
年
四
月
二
十
五
日

文
永
十
年
閏
五
月
十
一
日

文
永
十
年
八
月
三
日

八八八八八八

員曾琴享琴亭真
写日
本進
V写
本
V

蹟

□口 記
□□ ○○
△△ 号
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上
野
殿
御
返
事

樋
越
某
御
返
事

高
橋
入
道
殿
御
返
事

四
条
金
吾
殿
御
返
事

秀
句
十
勝
抄
（
図
録
）

頼
基
陳
状

清
澄
寺
大
衆
中

報
恩
抄

下
山
御
消
息

一
谷
入
道
御
書

撰
時
抄

曾
谷
入
道
殿
許
御
書

法
華
行
者
値
難
事

新
尼
御
前
御
返
事

種
盈
御
振
舞
御
書

法
華
取
要
抄

大
善
大
悪
御
書

弘
安
元
年
四
月
十
一
日

弘
安
元
年
四
月
一
日

建
治
三
年
七
月

建
治
三
年
六
月

弘
安
元
年

建
治
三
年
六
月
二
十
五
日

建
治
二
年
七
月
二
十
一
日

建
治
二
年
正
月
十
一
日

建
治
元
年
七
月
十
二
日

建
治
元
年
六
月

建
治
元
年
五
月
四
日

建
治
元
年

文
永
十
二
年
三
月
十
日

文
永
十
一
年
五
月
二
十
四
日

文
永
十
一
年
正
月
十
四
日

文
永
十
二
年

文
永
十
二
年
二
月
十
六
日

八
真
Ｖ

八
日
興
写
本
Ｖ

八八
真真
VV

八
曾
Ｖ

八
日
興
写
本
Ｖ

八
真
・
日
法
・
日
澄
写
本
Ｖ

八
真
・
曾
・
日
舜
・
日
乾
写
本
Ｖ

八
真
Ｖ

八
真
Ｖ

八
真
Ｖ

八
真
Ｖ

八
真
Ｖ

八
真
Ｖ

八
曾
Ｖ

八八
真曾
VV

□
△
△

□
○○

△

□
△□

△

□
△

□
△

△□○□□□△
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上
行
菩
薩
の
こ
と
は
佐
前
の
持
法
華
問
答
紗
・
星
名
五
郎
太
郎
殿
御
返
事
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
遺
文
に
は
自
覚

に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
ま
た
、
真
蹟
等
の
裏
付
け
も
な
い
。
遺
文
中
に
お
け
る
上
行
及
び
自
覚
に
関
す
る
記
述
は
、
文
永
八
年
十
一
月

二
十
三
日
の
富
木
入
道
殿
御
返
事
が
最
初
で
あ
る
が
、
こ
の
遺
文
に
も
そ
の
裏
付
け
は
な
い
。

古
来
、
日
蓮
宗
で
は
立
教
開
宗
の
当
初
よ
り
す
で
に
仏
使
上
行
と
し
て
の
自
覚
を
内
証
と
し
て
も
っ
て
お
ら
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

日
女
御
前
御
返
事

富
木
入
道
殿
御
返
事

中
務
左
衛
門
尉
殿
御
返
事

本
尊
問
答
抄

富
木
入
道
殿
御
返
事

日
眼
女
釈
迦
仏
供
養
事

四
条
金
吾
殿
御
返
事

妙
心
尼
御
前
御
返
事

三
大
秘
法
稟
承
事

曾
谷
二
郎
入
道
殿
御
報

註
口
印
は
如
来
使
及
び
上
行
自
覚
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
も
の
。

△
印
は
単
に
地
涌
・
上
行
等
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
も
の
。

○
印
は
如
来
使
ま
た
は
上
行
自
覚
の
こ
と
を
予
想
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
。

弘
安
元
年
六
月
二
十
五
日

弘
安
元
年
六
月
二
十
六
日

弘
安
元
年
六
月
二
十
五
日

弘
安
元
年
九
月

弘
安
元
年
十
月
一
日

弘
安
二
年
二
月
二
日

弘
安
二
年
九
月
十
五
日

弘
安
三
年
五
月
四
日

弘
安
四
年
四
月
八
日

弘
安
四
年
閨
七
月
一
日

八
真
Ｖ

八
真
Ｖ

八
真
Ｖ

八
日
興
写
本
Ｖ

八
真
Ｖ

八
曾
Ｖ

八
曾
Ｖ

八
日
興
写
本
Ｖ

八
日
親
写
本
Ｖ

八
日
興
写
本
Ｖ

□□△○△○□□□□
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確
か
に
自
覚
を
内
証
と
し
て
も
っ
て
お
ら
れ
た
と
思
う
が
、
し
か
し
、
そ
の
意
を
発
表
さ
れ
る
段
階
に
ま
で
は
未
だ
立
ち
至
っ
て
お
ら
れ

（
鱒
）

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
経
文
に
我
が
身
普
合
せ
り
」
と
い
う
段
階
は
や
は
り
、
竜
口
か
ら
佐
渡
を
経
た
上
で
到
達

さ
れ
た
境
地
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

要
約
し
て
い
え
ば
、
上
行
自
覚
は
宗
祖
に
と
っ
て
、
文
永
八
年
の
法
難
が
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
は
、
翌
九
年
の
春
二
月
述
作
さ
れ
た
開
目
抄
と
、
十
年
四
月
の
観
心
本
尊
抄
と
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。

紙
数
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
開
・
本
両
抄
か
ら
宗
祖
の
上
行
自
覚
に
関
す
る
一
考
を
巡
ら
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
幸
い
本
学

（
卵
）

の
上
田
教
授
が
「
日
蓮
聖
人
の
上
行
再
誕
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
論
文
に
全
面
的
な
賛
意
を
表
し

そ
の
教
示
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
氏
は
開
・
本
両
抄
を
中
心
と
し
て
、
「
仏
使
上
行
」
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
れ
る
に
至
る
過
程
を
克
明

に
究
明
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
が
理
解
し
た
限
り
に
お
い
て
こ
の
論
旨
を
簡
潔
に
述
べ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

開
目
抄
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
は
、
現
実
に
お
い
て
「
日
蓮
よ
り
外
の
諸
僧
」
が
法
華
経
弘
通
の
た
め
に
悪
口

罵
皆
さ
れ
、
刀
杖
瓦
石
を
加
え
ら
れ
、
更
に
し
ば
し
ば
捜
出
さ
れ
た
も
の
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
或
は
叉
三
類
の
強
敵
に
よ
っ
て
「
大

難
は
四
ヶ
度
小
難
は
数
知
れ
ず
」
と
い
う
生
命
に
か
か
わ
る
迫
害
に
あ
わ
れ
た
人
師
が
他
に
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
た
だ
日
蓮
一

人
」
こ
れ
を
色
読
し
、
「
法
華
経
の
行
者
」
と
し
て
仏
語
を
活
き
た
法
門
と
し
、
末
法
に
意
義
あ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
と
す
る
立
場
は

ま
さ
し
く
本
尊
抄
で
示
さ
れ
て
い
る
「
地
涌
千
界
」
並
に
「
釈
尊
の
脇
士
上
行
」
に
あ
た
い
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
結
論
と
し
て
氏

は
、
末
法
の
導
師
・
地
涌
千
界
の
上
首
・
仏
使
上
行
は
、
「
法
華
経
の
行
者
」
に
よ
っ
て
現
実
化
し
、
人
格
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

「
日
蓮
な
く
ぱ
」
仏
説
が
「
妄
語
と
な
る
」
と
こ
ろ
を
「
た
す
け
た
」
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
「
本
門
の
釈
尊
」
を
助
け
て

補
佐
す
る
の
が
「
脇
士
上
行
」
の
使
命
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
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し
か
ら
ぱ
、
ほ
ぼ
こ
の
時
期
に
位
す
る
他
の
遺
文
に
は
ど
の
よ
う
な
示
唆
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
も
っ
て
あ
げ
た
い
の
が
文
永
九
年
の
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
で
あ
る
。
こ
の
遺
文
は
法
華
会
上
の
菩
薩
に
下
方
・
他
方
・
旧
住
の

三
種
が
あ
っ
て
、
末
法
に
本
門
の
大
教
を
弘
通
す
る
の
は
唯
下
方
涌
出
の
本
化
の
菩
薩
に
限
る
旨
を
浬
薬
経
・
大
論
・
台
釈
に
よ
っ
て
証

明
す
る
抄
録
で
、
著
述
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
宗
祖
の
意
志
が
一
ヶ
所
だ
け
表
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

記
八
云
法
華
鑓
秘
密
付
二
諸
菩
薩
一
．
如
雲
今
下
文
召
二
於
下
方
一
尚
待
二
本
棒
属
一
・
余
未
レ
堪
雲
蓉
蕊
噴
馳
）

ノ
ニ
ク
《

ス
ノ
ー
キ
ハ
ノ
ー
カ

ワ

プ

”
夕
ハ

と
い
う
割
り
書
き
の
と
こ
ろ
で
、
宗
祖
は
半
信
半
疑
的
に
表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
注
目
に
値
い
す
る
。
こ
の
時
の
宗
祖
は
未
だ
上
行
と
し

て
の
自
覚
を
表
面
に
出
さ
ず
、
詠
嘆
的
に
「
文
殊
薬
王
等
云
二
未
し
堪
等
一
欺
・
」
と
、
文
句
記
の
文
に
行
き
当
っ
た
驚
き
の
意
を
表
明
さ

ノ
〈
ル
ー
レ
シ

ノ
ハ
ヘ
タ
マ
ハ
モ
シ
ノ

ノ
テ
ル
カ
チ
ハ
ヘ
ワ
ハ
ワ
シ
ム

当
時
当
世
三
類
敵
人
有
し
之
但
八
十
万
億
那
由
他
諸
菩
薩
不
し
見
二
一
人
一
如
二
乾
潮
不
し
満
月
勝
不
Ｐ
満
。
清
レ
水
浮
レ
月
植
レ
木
棲
レ

ノ
ノ
ノ
ト
メ
ヲ
ノ
ノ
ル
ヲ
（
認
）

■
グ
《

鳥
。
日
蓮
八
十
万
億
那
由
他
諸
菩
薩
為
二
代
官
一
申
し
之
。
彼
諸
菩
薩
請
一
加
被
一
者
也
。

勧
持
品
の
二
十
行
の
偶
を
如
実
に
体
験
さ
れ
た
宗
祖
は
、
八
十
万
億
那
由
佗
の
諸
の
菩
薩
の
代
官
、
換
言
す
れ
ば
、
迩
化
の
菩
薩
の
代
理

で
あ
る
と
名
乗
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
方
法
を
用
い
る
心
底
に
は
、
本
化
と
い
う
言
葉
こ
そ
出
さ
な
い
が
、
内
意
は
も
う

上
行
自
覚
を
有
す
る
も
の
と
拝
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
宗
祖
は
こ
の
寺
泊
御
書
に
お
い
て
も
、
先
の
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
に
お
い
て
も
心
中
に
は
本
化
と
い
う
も
の
を
十
分
に
意

（
別
）

識
し
な
が
ら
、
文
字
表
現
に
な
る
と
迩
化
に
照
準
を
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
と
文
字
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
ま
た
宗
祖
の
上
行
自
覚

れ
て
い
る
。

る
。
時
間
的
に
は
前
後
す
る
が
、
こ
れ
と
類
似
す
る
遺
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
配
流
地
佐
渡
ヶ
島
を
目
前
に
し
て
著
わ
さ
れ
た
寺
泊
御
書
で
あ
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以
上
を
踏
え
て
、
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
の
系
年
を
少
し
く
考
え
て
ゑ
た
い
。
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
こ
と
が
、
宗
祖
の
上
行
自
覚
表

明
時
期
を
探
る
手
だ
て
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

端
的
に
い
え
ば
、
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
は
寺
泊
御
書
と
開
目
抄
と
の
中
間
に
位
置
す
る
遺
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
寺
泊

ノ
ノ
ノ

ト

御
書
で
は
「
八
十
万
億
那
由
佗
諸
菩
薩
為
二
代
官
こ
（
迩
化
の
代
理
）
と
し
て
表
現
が
、
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
に
な
る
と
「
文
殊
薬
王

等
云
二
未
し
堪
等
一
欺
」
と
い
う
よ
う
に
本
化
と
通
化
と
の
中
間
表
現
と
い
う
よ
り
も
、
本
化
よ
り
の
表
現
と
な
り
、
開
目
抄
に
至
る
と
．

（
師
）

切
衆
生
の
善
知
識
」
（
上
行
自
覚
）
と
推
移
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
定
本
遺
文
に
よ
る
と
、
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
が
文
永
九
年
、
開
目

抄
が
文
永
九
年
二
月
、
寺
泊
御
書
が
文
永
八
年
十
月
二
十
二
日
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
開
目
抄
は
佐
渡
配
流
と
同
時
に
起
草
し
、
翌

年
の
二
月
稿
了
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
先
に
述
べ
た
こ
と
と
合
わ
せ
考
え
て
承
る
と
、
下
方
他
方
旧
住
菩
薩
事
の
系
年
は
、
寺
泊
御
書
と

（
昭
）

真
蹟
等
の
裏
付
け
は
な
い
が
富
木
入
道
殿
御
返
事
と
の
中
間
に
位
置
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

し
て
ゑ
る
と
、
宗
祖
の
上
行
自
覚
に
至
る
過
程
は
図
表
㈹
に
示
さ
れ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

と
い
う
意
識
を
具
有
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
．
切
衆
生
の
善
知
識
」
と
い
う
表
現
こ
そ
が
、
上
行
自
覚
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

（
妬
）

到
達
に
至
る
ま
で
の
宗
教
的
苦
悩
で
あ
る
と
い
え
る
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
時
間
の
経
過
と
共
に
消
滅
し
て
行
き
、
文
字
と
意
識
と

が
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
開
目
抄
に
、

此
千
世
界
の
大
菩
薩
の
中
に
四
人
の
大
聖
ま
し
ま
す
。
所
謂
上
行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
な
り
。
此
四
人
は
．
・
・
・
・
・
・
・

．
・
・
・
・
・
・
・
（
中
略
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
巍
々
堂
を
と
し
て
尊
高
也
。
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
分
身
を
除
て
は
一
切
衆
生

リ
（
弱
）

の
善
知
識
と
も
た
の
象
奉
ぬ
く
し
。

う
の
で
あ
る
。

（78）



な
ど
が
、
自
己
の
使
命
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

以
上
甚
だ
簡
単
で
、
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
い
わ
ず
じ
ま
い
に
終
っ
た
点
も
多
い
と
思
う
が
、
む
す
び
と
し
て
い
う
な
ら
ば
、
ま
ず

何
が
機
縁
と
な
っ
て
、
上
行
及
び
紹
継
不
軽
跡
の
か
か
る
自
覚
を
宗
祖
に
与
え
た
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
い
う
迄
も
な
く
自
己
に
対
す
る

三
敵
が
上
行
自
覚
を
促
し
、
自
己
の
蒙
る
「
杖
木
瓦
石
」
・
「
悪
口
罵
晉
」
が
不
軽
と
の
類
似
を
確
信
せ
し
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

機
縁
と
な
っ
た
も
の
は
法
難
で
あ
る
。

次
に
自
己
を
不
軽
菩
薩
に
擬
え
る
宗
祖
は
、
転
受
軽
受
の
法
門
に
い
う
現
世
に
お
い
て
過
去
の
罪
を
減
す
る
た
め
に
は
折
伏
行
に
よ
っ

て
餓
悔
滅
罪
を
計
る
こ
と
が
、
如
説
修
行
者
と
し
て
仏
果
（
作
仏
）
を
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
が
ゆ
え
に
、
紹
継
不
軽
跡
の
自

覚
は
自
行
即
化
他
の
自
行
に
当
り
、
こ
の
自
覚
こ
そ
が
自
行
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
仏
果
を
得
た
如
説
修
行
者
は
、
如
来
使
・
仏
使
・
上
行
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
化
他
行
を
専
ら
行
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
上
行
自
覚
を
表
明
さ
れ
て
か
ら
の
化
他
行
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
宗
祖
に
と
っ
て
は
、

四日口H

霊曼本三
山茶尊大
往羅抄誓
詣のの願

本尊抄の

開
顕

曼
茶
羅
の
図
顕

尚
む
す
び
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〔
註
〕（
１
）
法
華
行
者
値
難
事
（
定
遺
七
九
七
）
八
真
Ｖ
・
報
恩
抄
（
定
遺
一
二
四
七
’
二
一
四
八
）
八
真
Ｖ

（
２
）
顕
仏
未
来
記
（
定
遺
七
四
二
’
七
四
三
）
八
曾
Ｖ

（
３
）
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
肩
埋
蕊
逵
↑
’
（
一
，
一
沁
些
一
三
）
鯵
繩
《
｜
》
ゞ
？
〃
＃

（
４
）
法
華
宗
内
仏
法
血
脈
に
「
今
外
相
依
二
天
台
宗
一
故
天
台
為
二
高
祖
一
。
内
証
独
依
二
法
華
経
一
故
釈
尊
上
行
菩
薩
為
二
直
師
一
也
。
」
（
定
避
六
九
七
）

と
あ
る
。

（
５
）
宗
祖
が
智
頭
・
般
澄
か
ら
伝
承
し
た
基
本
的
な
考
え
方
な
ど
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
が
、
紙
数
の
都
合
で
省
く
。
な
お
、
岩
波
日

本
思
想
大
系
「
日
蓮
」
の
補
注
（
智
頭
・
最
澄
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）
「
本
化
上
行
」
は
、
本
仏
に
対
し
て
は
「
釈
尊
の
脇
士
」
で
あ
り
「
御
使
」
で
あ
る
が
、
末
法
の
衆
生
に
対
し
て
は
「
唱
導
師
」
で
あ
り
「
忍
難

弘
経
の
大
士
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
開
目
抄
で
は
「
法
華
経
の
行
者
」
と
い
う
立
場
で
究
明
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
古
来
よ
り
常
の
字
を
省
い
て
、
不
軽
菩
薩
・
不
軽
品
と
略
称
す
る
。
な
お
、
岩
波
日
本
思
想
大
系
「
日
蓮
」
の
補
注
（
不
軽
菩
薩
）
、
岩
波
法
華

経
下
の
法
華
経
大
意
（
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
伝
教
大
師
全
集
五
ノ
附
三
五

（
９
）
岩
波
法
華
経
下
一
三
四

（
皿
）
浅
井
円
道
氏
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
（
二
八
・
二
○
三
）
と
「
最
澄
の
法
華
経
体
験
」
（
一
九
’
二
○
『
伝
教
大
師
研
究
』
所
収
）

（
ｕ
）
岩
波
法
華
経
中
一
四
四
、
法
師
品
に
あ
る
。

（
胆
）
伝
教
大
師
全
集
三
ノ
三
六
四

（
昭
）
同
ニ
ノ
ニ
三
六
・
二
八
九
・
二
九
一
等
の
十
八
文
で
あ
る
。

（
皿
）
同
三
ノ
ー
四
三

（
喝
）
浅
井
円
道
前
掲
著
（
一
九
六
’
一
九
七
）
と
（
一
三
）

（
お
）
浅
井
円
道
前
掲
著
（
一
九
六
’
一
九
七
）

（
Ⅳ
）
定
遺
五
五
七
八
曾
Ｖ

（
肥
）
四
度
の
大
雄
の
数
え
か
た
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
松
葉
ヶ
谷
の
焼
打
を
消
し
て
、
佐
渡
と
竜
口
を
別
に
し
て
四
と
数
え
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、

竜
口
刀
難
そ
の
も
の
は
事
実
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
公
の
罪
名
で
は
な
い
。
公
式
罪
名
は
佐
渡
流
罪
で
、
そ
の
中
に
仕
組
ま
れ
た
一
事
実
が
竜
口
刀
難

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
と
見
て
、
松
葉
ヶ
谷
焼
打
を
加
え
て
四
と
す
る
。

（
四
）
聖
人
知
三
世
事
（
定
遮
八
四
三
）
八
真
Ｖ
に
見
ら
れ
る
。

（
釦
）
災
難
対
治
妙
（
定
逝
一
六
六
）
八
真
Ｖ
・
顕
膀
法
妙
（
定
遺
二
六
○
）
八
曾
Ｖ

（
瓢
）
特
に
竜
口
か
ら
配
流
ま
で
の
間
に
宙
か
れ
た
逝
文
が
切
実
で
あ
る
。
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（
蝿
）
自
己
の
捜
出
・
流
罪
・
死
罪
・
弟
子
の
入
牢
、
教
団
崩
壊
の
危
機
と
い
、
ｚ
示
教
的
体
験
に
対
し
て
、
法
華
経
的
反
省
を
佐
渡
流
罪
中
に
加
え
る
こ

と
に
よ
り
（
開
目
抄
）
、
法
華
経
の
流
布
す
べ
き
正
時
は
逆
誇
充
満
の
末
法
当
今
で
あ
り
、
そ
の
末
法
に
受
生
し
た
日
蓮
こ
そ
「
地
涌
千
界
教
主
釈

へへへへへへへへへへへへへへへへへへへヘヘヘヘヘヘヘ

4746454443424140393837363534333231302928272625242322
讐一一曹讐讐曹讐一一一嘗嘗曹一雪曹一一一一一一一一一

同定
遺
七
四
七
八
日
輿
写
本
Ｖ

同
二
九
二

同
二
三
四

同
二
八
四
’
二
八
六

岩
波
日
本
思
想
大
系
「
日
蓮
」
の
補
注
（
地
涌
の
菩
薩
）
、
岩
波
法
華
経
下
の
法
華
経
大
意
（
従
地
涌
出
品
第
十
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

岩
波
法
華
経
中
一
九
○

同
一
六
六
八
八
曾
Ｖ

浅
井
円
道
氏
「
五
綱
中
師
判
よ
り
眺
め
た
る
常
不
軽
菩
薩
と
宗
祖
と
の
関
係
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
○
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

岩
波
法
華
経
下
一
四
○

同
下
一
四
四

定
遺
六
○
○
八
曾
Ｖ

岩
波
法
華
経
中
二
三
六

撰
時
抄
（
定
遺
一
○
四
六
’
一
○
四
七
）
八
真
Ｖ
・
下
山
御
消
息
（
定
遺
一
三
三
二
）
八
真
・
日
法
・
日
澄
写
本
Ｖ

定
遺
八
九
○
’
八
九
一
八
真
Ｖ

同
五
○
七
八
真
Ｖ

同
一
八
七
五
八
日
輿
写
本
Ｖ

岩
波
法
華
経
中
二
三
八

定
遺
五
一
五
八
真
Ｖ

同
一
六
六
八
八
曾
Ｖ

不
軽
品
「
爾
時
常
不
軽
菩
薩
。
豈
異
人
乎
。
則
我
身
是
。
」
（
岩
波
法
華
経
下
一
四
○
）
・
日
妙
聖
人
御
書
（
定
逝
六
四
四
）
八
真
Ｖ

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
（
定
遺
七
四
六
’
七
四
七
）
八
日
輿
写
本
Ｖ
に
見
ら
れ
る
。

定
遺
一
二
三
七
八
真
Ｖ

定
逝
五
五
七
八
曾
Ｖ

同
七
四
○
八
曾
・
日
進
写
本
Ｖ

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
（
定
遺
七
四
六
’
七
四
七
）
八
日
輿
写
本
Ｖ
・
清
澄
寺
大
衆
中
（
定
逝
二
三
四
）
八
曾
Ｖ
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尊
初
発
心
の
弟
子
」
（
本
尊
抄
）
、
つ
ま
り
本
化
で
あ
る
と
い
う
自
覚
に
到
達
し
た
。

（
⑲
）
開
目
抄
（
定
遺
五
六
○
）
八
曾
Ｖ

（
釦
）
上
田
本
昌
氏
『
棲
神
四
四
号
』
（
一
八
’
三
二
）

（
師
）
定
遺
二
三
二
五
八
真
Ｖ

（
記
）
法
華
文
句
記
巻
第
八
之
三
（
釈
二
法
師
品
一
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
宝
塔
証
し
経
故
来
。
分
身
助
し
開
故
集
。
由
シ
証
由
し
助
因
慕
二
流
通
一
。
又
示

通
経
方
軌
者
。
著
衣
等
三
具
如
二
後
説
一
。
因
告
等
者
。
本
託
二
薬
王
一
因
し
鼓
告
レ
余
。
此
流
通
。
初
先
告
二
八
万
大
士
一
者
。
大
論
云
。
法
華
是
秘
密
付
二

諸
菩
薩
一
。
如
篁
今
下
文
召
二
於
下
方
一
。
尚
侍
二
本
春
一
験
余
未
し
堪
・
総
別
記
者
。
総
与
二
七
百
一
。
別
与
二
劫
国
等
一
・
桂
乎
卦
切
挫
也
。
」
（
大
正
蔵
経
三

四
ノ
三
○
五
中
）

（
認
）
定
遺
五
一
五
八
真
Ｖ

（
瓢
）
ギ
ャ
ッ
プ
こ
そ
が
宗
祖
の
心
の
悩
み
・
葛
藤
で
あ
り
、
こ
の
宗
教
的
苦
悩
が
あ
っ
て
こ
そ
次
の
飛
躍
が
あ
る
と
思
う
。

（
弱
）
定
逝
五
七
二
’
五
七
三
八
曾
Ｖ

ズ
レ
《
ナ
リ
ル
ワ
ハ
々
ワ
ル
ツ
ヲ
二
《
シ
ワ

（
弱
）
こ
の
開
目
抄
と
同
意
の
も
の
が
、
観
心
本
尊
抄
の
末
尾
の
「
天
晴
地
明
。
識
二
法
華
一
者
可
レ
得
二
世
法
一
欺
。
不
し
識
二
一
念
三
千
一
者
仏
起
二
大
慈
悲
一

ノ
二
一
壱
、
フ
シ
メ
タ
マ
プ
サ

ノ
ニ

ノ
シ
タ
マ
《
ソ
コ
ト
ヲ

ノ
シ
ワ
カ
セ
シ
ニ
ニ
ル
ナ
ラ

五
宇
内
褒
二
此
珠
一
令
し
懸
二
末
代
幼
稚
頚
一
・
四
大
菩
薩
守
二
護
此
人
一
大
公
周
公
摂
二
扶
成
王
一
四
晧
侍
二
奉
恵
帝
一
不
し
異
者
也
。
」
（
定
遺
七

二
○
）
八
真
Ｖ
で
あ
る
。

（
訂
）
立
正
安
国
会
編
の
対
照
録
で
は
系
年
を
弘
安
元
年
と
し
て
い
る
が
こ
れ
に
は
納
得
し
か
ね
る
。
な
ぜ
な
ら
、
多
分
筆
餓
等
で
判
定
さ
れ
た
と
思
う

が
、
弘
安
元
年
で
あ
る
と
こ
の
遺
文
の
存
在
理
由
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
縮
遺
・
新
脩
の
系
年
も
文
永
九
年
で
あ
る
。

ノ
セ
ル
ヲ

ム
ワ

ュ
ス
ヤ
ノ
ー

（
記
）
「
天
台
伝
教
は
粗
釈
し
給
へ
ど
も
弘
二
残
之
一
一
大
事
の
秘
法
を
此
国
に
初
て
弘
し
之
。
日
蓮
豈
非
一
其
人
一
乎
・
」
（
定
遺
五
一
六
）
と
あ
る
。

な
お
、
真
賦
の
存
す
る
も
の
は
八
真
Ｖ
、
曾
て
真
蹴
の
存
し
た
も
の
は
八
曾
Ｖ
、
写
本
は
古
写
本
を
用
い
例
え
ば
八
日
輿
写
本
Ｖ
の
よ
う
に
番
写
し

た
者
の
名
を
冠
す
る
。

（82）


